
整理番号 １５

事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業 事業計画期間 平成２７年度～平成３１年度

事業実施地区名 （ごうのかわじょうりゅう） 事業実施主体 近畿中国森林管理局

（都道府県名） 江の川上流森林計画区 広島北部森林管理署

（広島県）

事業の概要・目的 本事業は、広島県北部の三次市、庄原市、安芸高田市等の中国山地沿いに所在

する国有林野１２，４０２ｈａ内で実施する。

当該国有林野は、９８％が水源かん養保安林に設定されており、水源として重

要な役割を担っている。また、古くから霊山として地元住民の繋がりが強い。全

国的にも希少なアベマキ群生地等もあり、多くの市民が入り込んでいる。

本事業は、当該国有林野の６８％を占める人工林について、地球温暖化防止を

はじめ、公益的機能の維持増進を図るため、間伐等の保育作業を実施する。

また、効率的な森林整備を実施するとともに、路網を整備し、間伐材等の利用

を推進する。

さらに、これらの事業や、木質バイオマスを含めた木材利用の推進により山村

を振興し、環境負担の少ない循環型のまちづくりを推進する。

・主な事業内容 森林整備 更新面積 ４４８（ｈａ）

保育面積 ３，８５９（ｈａ）

路網整備 開設延長 ６．３（ｋｍ）

・総事業費 １，１８６，２５４（千円）

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） １４，５３５，２８１（千円）

総 費 用（Ｃ） １，４７４，１５４（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） ９．８６

森林管理局事業評 費用対効果分析の結果及び定性的な評価結果を総合的に検討した結果、事業の

価技術検討会の意 実施は妥当である。

見

評価結果 ・必要性： 地球温暖化防止対策や国土保全、水源涵養及び保健休養等の公益的
かん

機能の発揮等が求められている地域であり、事業の必要性が認められ

る。

・効率性： 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。

・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた計画的な森林整備により、森林の有する機能の発揮が十分図

られることから、事業の有効性が認められる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効果分析及び

各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視す

べき機能（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画
かん

されていると認められる。








